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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,平成5年8月の鹿児島県甲突川の災害復旧における,治水と文化財としての石橋の保存の調
整問題を事例としてりあげ,治水と文化財の調整に関する諸課題を考察し調整方策について論じたもので,
得られた主な成果は次の通りである｡
1.甲突川の流域 ･河道特性,豪雨 ･流出特性から洪水流量とそれがもたらす石橋の被害実態を歴史的
に明らかにするとともに,平成5年8月災害後の復旧計画が今後の我が国の河川計画における普遍的な問
題を内包していることを示した｡
2.我が国に残る貴重な石橋について土木史的に考証するとともに,甲粂川に架かる石橋の歴史的,也
理的社会経済的諸条件を整理し,他の文化財と対比して石橋の土木遺産としての特殊性を明らかにした0
また,他の文化遺産保存に比して土木遺産保存の特殊性を明らかにし,文化財としての石橋保存について
の考え方を示した｡
3.甲突川に架かる石橋の形態的,技術的特徴などを明らかにするとともに,石橋の解体,復元につい
ての考え方を示した｡
4.甲突川における調整上論点となった事項の整理を行い,それぞれの事項について考察を加え,問題
の所在についてその特殊性と普遍性を明らかにした｡また,昭和57年の長崎大水害における中島川の災害
複旧計画との対比をも示した｡
5.治水と文化財の調整にあたっては,治水事業の価値すなわち治水事業によってもたらされる効用,
及び文化財のもつ文化的価値などの諸価値と,治水事業に要する諸費用及び文化財保存のための維持修繕
費用等を定量化して,総合的評価を行うことが必要であるとの考えから,一つの手法として,費用便益分
析を利用した方法論,及び情報公開も含めた調整システムの望ましいあり方を提案した｡
以上,要するに本論文は,甲突川の治水と石橋問題について土木史的研究を行うとともに,治水事業と
文化財の保護の調整にあたって,定量的評価とそれに基づく判断基準の必要性と調整システムの再構築を
提案し,もって今後の河川計画の課題である総合評価に基づく意志決定のあり方を示したもので,学術上,
実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認め
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る｡また,平成9年1月17日,論文内容とそれに関連した事項についての試問を行った結果,合格と認め
た｡
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